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で
あ
ろ
う
、
ま
た
こ
の
過
程
で
中
国
の
通
貨
・
人
民
元

が
地
域
通
貨
と
し
て
の
地
位
を
高
め
る
可
能
性
が
あ

り
、
こ
れ
ら
を
以
っ
て
中
国
が
名
実
共
に
東
ア
ジ
ア
地

域
の
中
心
国
と
な
る
と
い
う
こ
と
。

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
目
に
見
え
る
発
展
を
続
け
る

中
国
と
如
何
に
連
携
し
、
如
何
に
競
争
し
て
い
く
か
、

日
本
、
日
本
企
業
、
そ
し
て
日
本
人
の
期
待
と
苦
悩
は

続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
な
お
、
最
後
に
日
中
政
治
関
係
に
目
を
向
け
る
と
、

中
国
人
が
「
日
本
が
イ
ラ
ク
に
自
衛
隊
を
派
遣
す
る
こ

と
が
、
今
後
の
自
衛
隊
海
外
派
遣
の
既
成
事
実
と
な
り

は
し
な
い
か
？
」
日
本
人
は
今
回
の
自
衛
隊
海
外
派
遣

が
初
め
て
で
は
な
い
と
い
う
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
異
な

る
こ
と
は
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
部
隊
と
は
言
い
つ
つ
も
、
事
実
上

の
戦
闘
地
域
へ
の
自
衛
隊
の
派
遣
で
あ
り
、
過
去
に
も

増
し
て
武
器
を
大
量
に
携
行
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
も
し
も
で
は
あ
る

が
、
台
湾
海
峡
に
有
事
が
発
生
す
る
と
日
本
は
米
国
と

の
安
保
関
係
か
ら
し
て
、
我
々
中
国
に
再
び
武
器
を
向

け
、
日
中
間
に
対
立
が
起
こ
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い

か
？
」

と
の
強
い
不
信
感
と
不
安
、
そ
し
て
不
満
を
日
本
に
向

け
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
最
後
に
、
筆
者
は
多
く
の
日
本
企
業
が
依
然
と
し
て

続
く
厳
し
い
国
内
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
を
乗
り
越
え
、
中
国

と
友
好
的
に
関
係
を
持
ち
つ
つ
、
ま
た
中
国
に
決
し
て

飲
み
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
よ
り
効
果
的
な
国
際
化
、

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
つ
つ
、
本
稿
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
さ
な
だ
ゆ
き
み
つ
・
愛
知
淑
徳
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　
シ
ョ
ン
学
部
教
授
）

　
春
節
（
旧
正
月
）
の
こ
の
時
期
、
中
国
の
沿
海
諸
都

市
で
は
、
農
民
労
働
者
の
帰
省
ラ
ッ
シ
ュ
が
一
つ
の
風

物
詩
と
な
っ
て
い
る
。
土
産
物
の
詰
っ
た
大
き
な
バ
ッ

グ
を
手
に
し
た
姿
は
、
晴
れ
が
ま
し
く
さ
え
み
え
る

が
、
す
べ
て
の
農
民
出
稼
労
働
者
（
「
農
民
工
」
）
が

故
郷
に
錦
を
飾
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
二
〇
〇
四
年
の
春
節
は
一
月
二
二
日
か
ら
で
あ
っ
た

が
、
労
働
保
障
省
は
前
年
の
秋
か
ら
「
農
民
工
」
へ
の

賃
金
支
払
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
大
々
的
に
展
開
し
て
き

た
。
一
〇
月
二
四
日
に
は
、
温
家
宝
総
理
が
重
慶
市
で

街
頭
に
立
ち
、
二
、
二
四
〇
元
の
未
払
い
賃
金
を
自
ら

農
民
に
手
交
す
る
な
ど
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
一
役
買
っ

て
い
る
。

　
十
二
月
に
入
る
と
、
政
府
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

け
る
賃
金
欠
配
状
況
調
査
が
実
施
さ
れ
、
約
十
五
億
元

（
二
〇
〇
億
円
弱
）
が
清
算
さ
れ
た
。
し
か
し
、
労
働

者
の
八
割
が
「
農
民
工
」
と
い
わ
れ
る
建
設
業
（
就
業

者
三
、
八
〇
〇
万

人
）
で
の
賃
金
欠
配

率
は
、
十
二
月
末
で

も
五
〇
％
と
高
い
ま

ま
で
あ
っ
た
。
受
注

競
争
の
激
し
い
こ
の

業
界
で
は
、
下
請
業

者
は
常
に
弱
い
立
場

に
あ
る
が
、
そ
こ
で

雇
用
さ
れ
て
い
る

「
農
民
工
」
に
は
す
べ
て
が
皺
寄
せ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
多
く
の
場
合
、
賃
金
の
欠
配
は
数
年
に
わ
た
っ
て
累

積
さ
れ
る
。
長
い
も
の
で
は
十
五
年
間
も
清
算
さ
れ
な

か
っ
た
例
も
あ
る
。
賃
金
が
長
期
に
わ
た
っ
て
清
算
さ

れ
な
く
て
も
、
多
く
の
「
農
民
工
」
は
同
じ
下
請
業
者

を
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
「
契
約
法
」
（
二
八
六
条
）

な
ど
、
下
請
業
者
の
責
任
を
問
え
る
規
定
も
あ
る
が
、

「
上
訪
」
（
直
訴
・
陳
情
）
を
す
る
農
民
は
い
て
も
、

「
打
官
司
」
（
訴
え
を
起
す
）
を
実
行
す
る
農
民
は
稀

で
あ
る
。
裁
判
で
は
多
く
の
金
と
時
間
が
浪
費
さ
れ
る

こ
と
も
一
因
で
あ
る
が
、
働
く
場
所
を
失
い
た
く
な
い

と
い
う
切
実
な
事
情
が
彼
等
に
二
の
足
を
踏
ま
せ
る
の

で
あ
る
。

　
二
〇
〇
二
年
に
は
農
村
労
働
力
の
約
二
〇
％
に
相
当

す
る
九
、
四
〇
〇
万
人
が
「
農
民
工
」
と
な
っ
た
。
彼

等
の
一
人
当
り
平
均
収
入
が
家
計
に
占
め
る
割
合
は
、

出
稼
ぎ
労
働
者
の
多
い
四
川
、
広
西
、
安
徽
省
な
ど
で

は
三
〇
％
を
超
え
る
と
い
わ
れ
る
。
出
稼
ぎ
労
働
収
入

は
、
今
や
農
村
の
家
計
に
は
必
要
不
可
欠
な
存
在
な
の

で
あ
る
。

　
二
〇
〇
三
年
一
月
、
政
府
は
都
市
流
入
農
民
に
対
す

る
職
種
規
制
の
廃
止
や
貨
幣
に
よ
る
賃
金
支
払
い
の
義

務
化
な
ど
、
「
農
民
工
」
の
保
護
を
目
的
と
し
た
通
達

を
だ
し
た
。
ま
た
一
部
の
研
究
者
か
ら
は
、
都
市
の
二

等
公
民
を
想
起
さ
せ
る
「
農
民
工
」
と
い
う
呼
称
の
変

更
な
ど
も
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、
都
市
に
お
い
て
彼
等

へ
の
差
別
が
解
消
さ
れ
る
と
い
う
保
障
は
な
い
。
そ
れ

は
「
農
民
工
」
の
背
景
に
は
一
億
五
、
〇
〇
〇
万
人
以

上
と
い
わ
れ
る
出
稼
ぎ
予
備
軍
（
農
村
余
剰
労
働
力
）

が
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
・
小
林
熙
直
）

春
節
と
「
農
民
工
」

アジア の窓


